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に低減することを見出した。そして，フラックスへの CaF2 添加によって生じるこれらの作用がCaF 2
の反応によって生じる大量のガスによるとのモデルを提案した。
これらの研究成果をもとに治金学的因子に裏づけられた新しいサブマージアーク溶接金属の靭性改













討した。そして適量のMo と Ti を複合添加することにより，安定してこの組織が形成されるこ
とを見出した。
(2) 高靭性を有するサプマージアーク溶接金属を得るためには，また溶接金属の酸素含有量を低減
する必要があり，そのためにはフラックス中にCaF2 を適量添加することがもっとも有効である
ことを見出すとともにCaF 2 の酸素低減機構について，一つのモデルを提出した。
そしてこれらの知見をもとに，造船用 H T50鋼，低温用アルミキルド鋼の大入熱片面サブマージアー
ク溶接材料を開発し，大きな成果をおさめている。
以上の知見および応用成果は溶接工学上，溶接技術上寄与するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あると認める。
-440-
